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美郷町六郷関田円形分水工

大台スキー場から仙北平野を望む(2011.9.9撮影)
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仙北平野

「太田町史」より

和賀岳(阿弥陀岳、1440m)

「広大な土地は水無し地帯で、所々開畑されていた外は、野ツツジや赤松の
自生する原野と林であった」(千畑町史) 
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玉川田沢地区、桧木内戸沢地区、神代刺巻地区、角館白岩地区、中仙豊岡地区、太田真木地区、千
畑大阪・元本堂・黒沢地区、六郷湯田地区･･･「半農半猟」の暮らし
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秋田藩主佐竹義宣が鷹狩りに頻繁に訪れていた･･･
「この原野に玉川の水を引けないものか」→1824年御堰開削計画
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1824年 御堰の開削計画
抱返渓谷入口・若松堰付近左岸～六郷村川内池 約30km

1826年 着工～1833年 御堰完成 開田約200ha
①漏水大 ②度重なる災害(中小河川横断) ③玉川毒水被害

1854年 大洪水のためほとんど使用不能に
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昭和60(1985)年2月10日
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うっそうとした松林を抜ける(昭和20年代、太田町史)

昭和13年開拓前の地区

開墾の準備作業
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供米風景(千本野)
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平成元年、中和処理施設運転開始
平成10年頃には、
田沢湖でPH4.7→PH5.3。
玉川頭首工でPH5.7→PH6.5へと改善。
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山梨県西湖で捕獲されたクニマスの標本

山梨県西湖、70年ぶりに発見！
生きたクニマスを見たい･･･

47
年
の
旅
の
う
ち
秋
田
約
30
年
間

1783年(30歳)・三河発～
1784年・秋田～青森・岩手・宮城・北海道
1801年・秋田(48歳)～1829年仙北郡で没(76歳)

○日記や地誌、絵図など約130種類、240冊
○藩校明徳館献納89冊･･･国指定重要文化財
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1. 明治末、内閣文庫で真澄遊覧記を読む
2. 大正～昭和、次々と真澄を紹介する文
章を発表

3. 昭和3年、「真澄遊覧記を読む」
4. 昭和17年「菅江真澄」発刊

真澄遊覧記の特徴は･･･

「第一には、世に顕はれざる生活の
観察である･･･小さき百姓たちへの
接近である。」(信州と菅江真澄)
⇒「民俗学の先駆者」
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○過酷な自然と向き合いながら、額に汗して働く農山漁村の
人々の暮らしと文化を、カラーの絵図と文で記録

○「無文字の民衆社会」を記録→民俗学の先駆者
○農業農村振興の宝物
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①真澄は本家と分家を行き来していた。実家
の奥の間6畳を真澄の学問所として提供。
②彼の祖父は、真澄の教え子であった。
③11歳の時、寺内の菅江真澄の墓を訪ねる
④真澄の文章収集・・・天明の大飢饉の記録

石川翁の生家(奈良家の分家)
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明治18年41歳･･･相互扶助の組織「山田村経済会」
(山田村25戸)
①朝三時、掛け板を打ち、ワラ仕事をすすめる
②良質堆肥づくり、二倍の量を施す→増分は借金の返済へ
③養蚕を取り入れ、副業に精を出す→貯蓄を心掛ける
④米に山菜やイモ、大根を混ぜ、1割の米を残す→病や凶作に備える
⑤仲間外れが出ないように助け合い励まし合う
⑥一家の主が病で倒れると、村人が総ぐるみで手をさしのべる
⑦倹約、暮らしに必要な物は共同で買う(値引き)

山田村石川家
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巡回中、娘に出した手紙･･･
「飢えて物も言えない人を見ると、難儀も忘れ巡回している。
増田町の商人地主は、人力車に乗って花見に繰り出していると聞き、
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旅費と半年に及ぶ生活費百円は全て自費

借財4万円(39戸)、利子の返済さえ困難。
「空腹のため外に出る者なし。死んでも後始末する者がいない･･･
貧乏風が隅から隅まで吹き荒れている」･･･救世主の翁に脅迫状を送る
→「一斗の酒にも酔わない彼らも翁の至誠に酔った」(魁新聞)
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石川翁の葬儀･･･参列者数千人

○膨大な日記、和歌30万首、
著書730余冊→次世代のた
めに記録を残す。菅江真澄
の影響大？


